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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭
注②

診療受付
10:30～

12:30

関口康宣

第1.3.5
松村所長

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長
(内科)

李基鎬

(訪問診療)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

訪問診療
高野所長

訪問診療
休診

高野 藤井

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

釣
具

上
州

屋

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

１
４
０
０
筆
の
目
標
を
掲
げ
て

江
戸
川
健
康
友
の
会
で
は
、
全

日
本
民
医
連
の
呼
び
か
け
に
応
え

て
２
月
の
全
体
幹
事
会
で
、
５
月

末
ま
で
に
会
員
数
の
１
４
０
０
筆

を
目
標
に
し
て
、
３
０
０
０
万
人

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

署
名
用
紙
は
、
す
で
に
「
友
の

会
だ
よ
り
」
１
月
号
と
い
っ
し
ょ

に
お
届
け
し
て
お
り
、
返
信
用
封

筒
（
切
手
不
要
）
も
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
友
の
会
事
務
局
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
３
０
０
筆
近
い
署
名

が
送
ら
れ
て
来
て
い
ま
す
が
、
目

標
に
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

目
標
達
成
に
向
け
て
、
幹
事
が

中
心
に
な
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
に

署
名
を
広
げ
て
も
ら
う
よ
う
に
声

か
け
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。
友
の
会
は
、
手
芸
や
小
物
づ

く
り
・
着
物
リ
メ
イ
ク
・
体
操
教

室
・
食
事
会
な
ど
多
様
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

う
し
た
場
で
「
３
０
０
０
万
人
署

名
」
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

「
戦
争
で
き
る
国
は
絶
対
ダ
メ
！
」

世
論
の
広
が
り
の
中
で
、
「
自

衛
隊
を
憲
法
に
書
き
込
ん
だ
ら
、

日
本
が
自
ら
戦
争
で
き
る
国
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
絶
対
に

ダ
メ
！
」
「
憲
法

99条
で
、
憲
法

擁
護
義
務
を
負
っ
て
い
る
総
理
大

臣
が
、
憲
法
を
変
え
よ
う
な
ん
て

許
せ
な
い
。
」
等
の
声
が
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
安
部

さ
ん
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
し
ろ
、
原
発
に

し
ろ
、
モ
リ
・
カ
ケ
問
題
に
し

ろ
、
ず
っ
と
嘘
ば
か
り
。
こ
ん
な

政
府
に
憲
法
改
正
な
ど
許
せ
な

い
」
「
戦
争
は
、
人
権
を
最
も
お

ろ
そ
か
に
す
る
道
。
戦
争
政
策
が

進
ん
で
防
衛
費
が
膨
ら
み
、
ま
す

ま
す
社
会
保
障
費
が
削
ら
れ
る
」

と
心
配
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

１
筆
で
も
２
筆
で
も

署
名
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

友
の
会
で
は
、
今
回
、
負
担

増
、
給
付
抑
制
を
国
民
に
強
い
る

医
療
・
介
護
改
悪
の
中
止
を
求
め

る
署
名
と
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
訴
え

る
国
際
署
名
も
同
時
に
集
め
て
い

ま
す
。

身
近
な
社
会
保
障
と
戦
争
政
策

を
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
訴
え

な
が
ら
、
平
和
の
願
い
を
署
名
に

託
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

（
黒
木
）

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

平
和

の
願

い
を

署
名

に
託

し
て

３
０

０
０

万
人

の
声

を
集

め
て

９
条

改
憲

を
ス

ト
ッ

プ
さ

せ
よ

う

全
日
本
民
医
連
は
「
貧
困
や
紛
争
が
蔓
延
す
る
社
会
で
は
、
健
康

権
を
守
れ
な
い
。
命
と
人
権
の
立
場
か
ら
二
度
と
戦
争
は
さ
せ
な

い
」
と
し
て
、
安
倍
９
条
改
憲
に
反
対
す
る
「
３
０
０
０
万
人
統
一

署
名
」
を
全
国
に
広
げ
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

↑
友
の
会
事
務
局
に
届
い
た

署
名
入
り
封
筒

←
着
物
リ
メ
イ
ク
参
加
者
に

署
名
を
広
げ
て
い
ま
す

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四

丁
目

公
園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓
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修
身
＝
教
育
勅
語
」
の
復
活

『
道
徳
教
科
書
』

戦
前
、
「
天
皇
の
た
め
に
命
を
さ

さ
げ
る
」
軍
国
主
義
教
育
の
柱
で

あ
っ
た
「
教
育
勅
語
」
が
、
今

「
道
徳
」
と
い
う
教
科
に
よ
っ
て
息

を
吹
き
返
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
「
『
教
育
勅
語
』
を
教

育
の
唯
一
の
根
本
と
す
る
よ
う
な

指
導
を
行
う
こ
と
は
不
適
切
だ
」

と
し
つ
つ
、
「
憲
法
や
教
育
基
本
法

な
ど
に
反
し
な
い
よ
う
な
形
で

『
勅
語
』
を
教
材
と
し
て
用
い
る
こ

と
ま
で
否
定
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
」
と
閣
議
決
定
し
、
「
教
材
使
用

を
容
認
す
る
」
態
度
を
取
り
ま
し

た
。
戦
前
の
教
育
へ
の
回
帰
と
も

と
れ
る
こ
う
し
た
動
き
は
、
非
常

に
危
険
な
も
の
で
す
。

「
教
育
勅
語
」
の

め
ざ
し
た
こ
と
は

「
教
育
勅
語
」
は
、
１
８
９
０
年

明
治
天
皇
の
名
で
発
布
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
の
根
本
と
さ
れ

た
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
多
く
の

青
少
年
が
戦
争
に
駆
り
立
て
ら

れ
、
命
を
失
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
戦
後
、
軍
国
主
義
を
助
長
す

る
も
の
と
し
て
、
衆
参
両
院
で

「
排
除
」
「
失
効
」
が
決
議
（
１
９

４
８
年
）
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
安
倍
首
相
は
、
民
主

教
育
の
基
本
で
あ
っ
た
「
教
育
基

本
法
」
を
改
悪
し
、
「
愛
国
心
」
教

育
を
法
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と

も
に
、
「
教
育
の
政
治
か
ら
の
独

立
」
を
壊
し
、
国
が
好
き
な
よ
う

に
「
教
育
」
に
介
入
で
き
る
仕
組

み
を
作
り
あ
げ
た
の
で
す
。

こ
の
４
月
か
ら
小
学
校
で
、
来

年
は
、
中
学
校
で
始
ま
る
「
道

徳
」
教
育
は
、
こ
う
し
た
中
で
始

ま
る
の
で
す
。

「
パ
ン
屋
」
じ
ゃ
ダ
メ
な
の
･
･
･

昨
年
、
小
学
校
道
徳
教
育
の
教

科
書
検
定
が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
年
生
の
あ
る
教
科
書
の

「
大
す
き
、
わ
た
し
た
ち
の
町
」
に

登
場
す
る
パ
ン
屋
は
、
「
国
や
郷
土

を
愛
す
る
態
度
」
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
が
付
き
、
「
和
菓

子
屋
」
に
差
し
替
え
る
と
Ｏ
Ｋ
と

な
り
ま
し
た
。
「
国
や
郷
土
を
愛
す

る
」
の
が
、
な
ぜ
「
パ
ン
屋
」
で

は
だ
め
で
「
和
菓
子
屋
」
な
ら
良

い
の
で
し
ょ
う
。
「
薄
っ
ぺ
ら
な
愛

国
心
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。教
科
化
で
教
科
書
の
使
用
が
義

務
化
さ
れ
、
学
習
の
結
果
が
評
価

さ
れ
、
通
知
表
に
記
載
さ
れ
る
た

め
「
子
ど
も
た
ち
は
教
科
書
で
し

か
れ
た
レ
ー
ル
に
沿
っ
て
考
え
る

よ
う
に
な
り
、
自
ら
考
え
る
力
が

育
た
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
」
な

ど
の
指
摘
が
多
く
の
教
育
関
係
者

か
ら
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
題
山
積
の
「
教
育
出
版
」

小
学
校
道
徳
教
科
書

特
に
安
倍
首
相
の
意
向
を
大
き

く
反
映
し
た
の
が
「
教
育
出
版
」

の
道
徳
教
科
書
で
し
た
。

「
教
育
出
版
」
の
道
徳
教
科
書
で

は
、
「
国
旗
・
国
家
」
が
強
調
さ

れ
、
「
国
旗
・
国
家
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
の
表
し
方
」
な
ど
も
絵
で

示
め
さ
れ
た
り
、
本
来
あ
る
は
ず

が
な
い
現
職
の
安
倍
首
相
が
ボ
ブ

ス
レ
ー
に
乗
っ
て
手
を
振
る
写
真

な
ど
が
載
せ
ら
れ
た
り
す
る
な

ど
、
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
偉
人
伝
に
は
、
松
下
幸

之
助
を
は
じ
め
日
本
の
経
済
界
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
人
が
多
用
さ

れ
、
教
育
の
目
的
が
「
国
や
企
業

に
役
立
つ
人
材
育
成
」
に
転
換
さ

れ
か
ね
な
い
、
な
ど
の
懸
念
も
表

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
多

く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

「
教
育
出
版
」
の
教
科
書
を
江
戸
川

区
は
、
採
択
し
た
の
で
す
。

今
年
は
中
学
校
の

道
徳
教
科
書
採
択

今
年
度
行
わ
れ
る
中
学
校
の
道

徳
教
科
書
の
採
択
で
は
こ
う
し
た

結
果
を
繰
り
返
さ
せ
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
江
戸

川
区
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
保

護
者
や
区
民
、
学
校
の
意
見
を
十

分
に
配
慮
す
る
よ
う
求
め
、
採
択

の
あ
り
方
を
改
善
す
る
よ
う
に
求

め
る
「
陳
情
書
」
を
提
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
「
陳
情
書
」
に
関
わ
る

署
名
も
は
じ
め
て
い
ま
す
。

多
く
の
声
『
意
見
書
』
を

そ
し
て
、
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
行
わ
れ
る
教
科
書
展
示
で

は
、
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
が
展

示
会
に
出
向
い
て
い
た
だ
き
、
「
問

題
の
箇
所
の
多
い
教
科
書
」
に
対

し
て
は
、
「
採
択
し
な
い
で
欲
し

い
」
の
『
意
見
書
』
を
区
教
育
委

員
会
に
集
中
す
る
取
り
組
み
を
１

０
０
０
人
を
目
標
に
進
め
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
成
功
の
た
め

に
は
、
広
く
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
と
が
必
要
で
す
。

「
健
康
友
の
会
」
の
皆
様
に
も
、
私

た
ち
が
用
意
す
る
学
習
会
や
ミ
ニ

学
習
会
に
参
加
い
た
だ
き
、
署
名

と
と
も
に

〝
１
０
０
０
名

〟
の

「
意
見
書
」
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

●副作用

高齢期に起こりやすい薬の副作用は、ふらつ

き、転倒、物忘れです。ただし、副作用が怖いか

らといって、自己判断で薬を中止したり服用回数

を減らすのは、とても危険です。副作用が起こる

危険を減らすためにも、少ない薬で効果的な治療

をすることが理想です。

●飲み忘れ・飲み間違い・飲み過ぎ

飲み忘れや飲み間違い、飲み過ぎを防ぐには、

朝・昼・夕ごとに飲む薬をまとめるなど、工夫し

ましょう。薬を収納できるカレンダーは、よく利

用されている工夫の１つです。

また、医師や薬剤師と相談して、服用回数や服

用時間を変えることも効果的です。

●飲みづらいときは

「錠剤やカプセルが喉に

つかえる」「飲みづらい」

という場合は、医師に相

談し、剤型を変えてもら

いましょう。飲み込みや

すくするゼリー状のオブ

ラートを使用するのもい

いでしょう。

●たくさん残っている時は

薬がたくさん残っている時は、薬剤師にご相談

ください。薬剤師が使える薬と使えない薬に仕分

けして、処方日数を調整します。これは医療費の

削減にもつながります。

薬について、分からないことや心配事があれ

ば、なんでも薬剤師にご相談ください。

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集

後
記

寒
か
っ
た
１
・
２
月
も
終
わ
り
、
よ
う
や

く
３
月
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
記
録
的

な
大
雪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
お

元
気
で
し
ょ
う
か
。
私
事
で
す
が
、
月
曜

日
に
東
京
で
大
雪
が
降
り
、
水
曜
日
の
生

協
は
「
全
品
欠
配
」
。
慌
て
て
買
い
出

し
。
地
方
だ
っ
た
り
、
も
っ
と
高
齢
だ
っ

た
ら
と
考
え
る
と
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
▼
同
じ
雪
や
氷
で
も
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
メ
ダ
ル

の
あ
る
な
し
、
メ
ダ
ル
の
色
に
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
場
へ
向
け
て
努
力
を
重
ね
た
選

手
の
健
闘
、
さ
ら
に
は
ラ
イ
バ
ル
を
讃
え

合
う
姿
は
、
多
く
の
感
動
を
呼
び
ま
し
た

▼
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
７

年
。
福
島
の
避
難
４
町
村
で
、
避
難
指
示

が
解
除
さ
れ
て
も
公
立
小
中
生
の
通
学
４

％
の
現
実
。
今
月
は
、
放
射
能
の
影
響
を

甲
状
腺
健
診
の
視
点
で
載
せ
ま
し
た
▼
国

民
の
自
衛
隊
へ
の
信
頼
を
利
用
す
る
形

で
、
安
倍
首
相
の
狙
う
「
９
条
改
憲
」
。

２
つ
の
記
事
を
載
せ
ま
し
た
。
９
条
が

持
っ
て
い
る
『
戦
争
し
な
い
。
武
力
で
な

く
話
し
合
い
で
解
決
す
る
』
精
神
を
生
か

す
た
め
、
あ
な
た
や
周
り
の
人
の

〝
１
筆

〟
か
ら
。

（
伊
藤
）

役立つ健康メモ 57 薬の話№25

高齢期と薬（下）

「
道

徳
の

『
教

科
』

化
」

『
何

が
問

題
な

の
で

し
ょ

う

中
学

校
の

道
徳

教
科

書
採

択
に

あ
た

っ
て

江
戸
川
の

教
育
を
考

え
る
区

民
の
会

事
務
局

長
柴
崎

啓
一
郞

柴崎啓一郎さん

訂
正
と

お
わ
び

友
の
会
だ
よ
り
１
／

10号
（
№

76）

３
ペ
ー
ジ
の
「
国
民
健
康
保
険
を

考
え
る
学
習
会
」
記
事
で
「
江
戸

川
区
で
は
、
こ
の
５
年
間
で
一
人

平
均
２
５
０
０
円
も
値
上
げ
し
て

・
・

・
・

い
ま
す
」
は
２
２
０
０
０
円
と
訂

・
・

・
・

・

正
し
ま
す
。
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

荒
挽
き
の
こ
け
し
の
白
さ
灯
冴
ゆ
る

ひ

か
ら
た
ち
花
津
軽
の
里
の
雲
低
し

白
鳥
や
頸
そ
ら
し
て
は
羽
博
き
ぬ

は
ば

た

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

初
雪
を
は
お
り
て
の
ぞ
く
紅
椿

夕
暮
の
バ
ス
待
つ
寒
さ
名
ご
り
雪

フ
ァ
ミ
レ
ス
や
孫
の
お
ご
り
で
春
が
来
る

江
戸
川

里
峰

花
篝
と
同
じ
色
の
橋
の
色

は
な
か

が
り

ロ
ウ
バ
イ
の
色
こ
く
な
る
や
夜
明
け
ま
え

ザ
ク
ザ
ク
と
霜
柱
踏
む
あ
あ
津
軽

南
葛
西

浦
川

一
平

繭
を
脱
ぎ
花
恋
う
蝶
に
嫉
妬
す
る

若
駒
の
た
て
が
み
東
風
に
逆
ろ
う
て

こ
ち

▼
川

柳
南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

投
棄
ダ
メ
？
日
本
は
基
地
だ
よ
我
慢
し
て

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
で
金
よ
り
光
る
選
手
の
瞳
め

南
葛
西

浦
川

一
平

野
良
猫
が
グ
ル
メ
で
俺
は
味
音
痴

タ
ン
ポ

ポ
保

育
園

の
子
ど

も
た
ち

保
育
園
職
員

今
野

か
よ

子

東
葛
西
８
丁
目
に
開
園
し
て
８
年
目

に
な
る
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
は
、
産
休
明

け
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
が

通
っ
て
い
る
定
員

72名
の
認
可
私
立
保

育
園
で
す
。
今
回
は
秋
、
冬
の
園
児
た

ち
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

毎
日
の
散
歩
が
日
課
に
な
っ
て
い
る

子
ど
も
達
で
す
が
、
秋
の
楽
し
み
は
お

弁
当
を
持
っ
て
の
遠
足
で
す
。
行
先
は

富
士
公
園
や
な
ぎ
さ
の
丘
、
４
～
５
歳

ク
ラ
ス
は
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
行
船
公

園
ま
で
行
き
ま
す
。
あ
の
ジ
ャ
ン
ボ
滑

り
台
で
み
ん
な
が
横
一
列
に
な
っ
て
一

緒
に
滑
っ
た
り
、
小
動
物
と
触
れ
合
っ

た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

11月
に
は
保
育
園
の
近
く
の
畑
で
さ

つ
ま
芋
掘
り
。
長
靴
を
履
い
て
自
分
用

の
袋
を
手
に
出
か
け
ま
す
。
０
歳
児
ク

ラ
ス
は
散
歩
を
兼
ね
て
見
学
で
す
が
、

１
歳
児
も
畑
に
入
っ
て
土
に
さ
わ
っ
た

り
、
虫
を
見
つ
け
た
り
。
２
歳
児
ク
ラ

ス
に
な
る
と
も
う
土
に
向
か
う
子
ど
も

達
の
目
は
真
剣
で
す
。
大
き
な
お
芋
を

掘
り
当
て
た
時
の
子
ど
も
達
の
誇
ら
し

げ
な
顔
！
自
信
に
満
ち
て
い
ま
す
。
保

育
園
の
近
く
だ
か
ら
で
き
る
貴
重
な
体

験
で
す
。

12月
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
。
こ
こ
数
年

は
プ
ロ
の
音
楽
家
の
方
た
ち
の
ご
厚
意

で
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
の
生
演
奏
を
き
く
機
会
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
瑞
江
に
あ
る

〝
な
の
花
保

育
園

〟
の
お
友
達
も
来
て
く
れ
ま
し

た
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
揺
ら
す

子
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
楽
器
の
形
や
音

に
驚
い
た
り
、
０
歳
児
か
ら
楽
し
め
る

コ
ン
サ
ー
ト
は
子
ど
も
た
ち
の
反
応
や

楽
し
み
方
も
様
々
で
豊
か
で
す
。

寒
い
冬
の
テ
ラ
ス
で
４
歳
ク
ラ
ス
が

育
て
て
い
る
の
は
ニ
ン
ジ
ン
。
丸
い
の

や
細
い
の
、
大
き
い
も
の
は
大
人
の
指

く
ら
い
で
し
た
。
収
穫
し
た
後
は
早
速

体
験
画
を
描
き
ま
し
た
。
一
人
一
人
素

敵
な
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
ニ
ン
ジ
ン

は
茹
で
て
も
ら
っ
て
、
葉
っ
ぱ
は
フ
リ

カ
ケ
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
「
あ
ま
～

い
」
「
お
い
し
い
ね
」
と
交
わ
さ
れ
る

言
葉
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

い
よ
い
よ
今
月
は
卒
園
の
月
。
５
歳

児
ぞ
う
組
さ
ん
は
小
学
校
へ
、
楽
し
い

学
校
生
活
が
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
願

い
送
り
出
し
ま
す
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

き
び
き
び
と
介
護
の
ラ
ン
ク
を
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
む
ひ
と
の
白
き
指
先

揺
れ
な
が
ら
フ
ァ
ッ
ク
ス
出
て
く
る
誘
ひ
は
日
帰
り
春
の
甲
州
の
た
び

オ
リ
オ
ン
座
眺
め
て
を
れ
ば
甦
る
三
権
分
立
論
じ
日
遥
か

が
葛
西

新
真

川
筋
の

〝
柳
橋

〟
と
ぞ
粋
な
ま
ち

今
も
名
残
り
の
街
名
と
は
残
る

一
本
の
区
道
の
そ
ば
に
一
本
の

水
仙
あ
り
て
凛
と
咲
き
誇
る

四
歳
の
子
と
石
蹴
り
し
て
バ
ス
を
待
つ

乗
れ
ば
す
ぐ
に
座
り
た
い
と
駄
々
こ
ね
る

南
葛
西

浦
川

一
平

大
津
波
爪
痕
深
き
が
北
に
何
時
ぞ
返
る
や
美
し
姿
に

子どもたちの
健やかな成長を願って

世話人 石倉克彦

エッセイ

福島第一原発事故直後を振り返ってみましょ

う。事故で放出された各種の放射性物質はこの

季節ならではの北風に吹かれ、200 ㎞あまり離

れた江戸川区にも降り注ぎました。私なども米

仏の大気圏内核実験が行われていた当時を思い

出し、特に雨の日は大変と恐怖を抱いたもので

した。

案の定、2011 年 3 月 23 日には、21 日の降雨

の影響でしょうか、金町浄水場の水道水から 2

10㏃／ kg.の放射性ヨウ素を検出したと、東京

都が発表。都は、乳児の飲み水についての国の

基準の二倍を超えるため、同浄水場から給水し

ている地域については乳児に水道水を与えるの

を控えるよう呼びかけ、各自治体を通じて粉ミ

ルク用としてペットボトル水を配布しました。

砂場で遊ばせていいのか、そもそも外で遊ば

せていいのか、食べるものは、野菜は、お肉

は、魚は、と市民の不安は尽きることがありま

せんでした。

あれから 7年、放射能の減衰により環境中の

放射線が減少したとはいえ、この不安が解消さ

れずにいます。その後の国や東電の対応を見

て、「あの時、子供を外で遊ばせなければよ

かった。あれを食べさせるんじゃなかった」

と、後悔の念に苦しむ親がいます。江戸川区が

お隣の葛飾区などとともに、東京の中でも相対

的に放射線量が高く、区内の測定でもホットス

ポットが数多く発見されています。

そして、福島県で、また福島県外でも、小児

甲状腺がんの多発が明らかになりました。チェ

ルノブイリ原発事故でも、経年的に小児甲状腺

がんの増加が確認されています。

こうした中私たちは、市民の自主運営で甲状

腺検診を実施しようと 2016 年 8 月、「甲状腺検

診えどがわ」を立ち上げました。

会の目的は、子供の命と健康を守るためにス

クリーニング検査をすること、放射能による健

康影響について学習し知らせること。今江戸川

区には「小児甲状腺検診の実施と市民ボラン

ティアへの補助を求める陳情」をしています。

今年 4月 22 日には二回目となる市民検診を

予定しています。安全に原発を運転できるとこ

ろなどないこの地震大国日本で、原発再

稼働に突き進む安倍政治に歯止めをかけ

ることも、さらなる被害者を作らないた

めには大切なことだと思っています。

質問などは

TEL/FAX：03-3688-1957
（石倉）まで

３.11
から

７年

◎２回目の検診◎

日時：2018年4月22日（日曜）

午前10：00～12：00予定

午後13：30～15：30予定

場所：タワーホール船堀 407会議室

検診申込：

FAX 03-3688-1657（石倉）

メール：kouzyousen.edogawa＠gmail.com
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楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

うたごえ喫茶

いつまでも自分の

足で歩くために

●毎週 火曜日

●13時30分～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

健康体操教室

予約不要どなたでも

●毎週月曜日

●食事代

コーヒー付600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく

歌いましょう

●３月16日（金）

13時～16時

●会費：900円

●「居酒屋好士」

●申込み：

℡.03-3651-2944

囲碁・将棋クラブ アミティエ
コカリナ
サークル

木の音色を
奏でませんか

●第１・３木曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●入会、見学いつで

も。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参

加をお待ちし

ております。

私
は
、
東
京
渋
谷
区
広
尾
の
日

赤
病
院
で
生
ま
れ
、
同
じ
区
内
の

常
盤
松
で
育
ち
、
常
盤
松
国
民
学

校
三
年
生
の
と
き
、
第
三
次
東
京

大
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
、
母
の
兄

が
住
む
杉
並
区
永
福
町
に
逃
げ

た
。
そ
こ
で
も
焼
け
出
さ
れ
、
終

戦
翌
年
の
三
月
、
父
の
故
郷
、
長

崎
県
南
高
来
郡
神
代
村
（
現
在
は

た
か

き
こ

う
じ

ろ

雲
仙
市
国
見
町
神
代
）
へ
、
父
の

妹
の
稼
ぎ
先
を
頼
っ
て
行
っ
た
。

そ
の
頃
は
復
員
や
、
海
外
か
ら

や
国
内
の
都
市
部
か
ら
、
故
郷
を

頼
り
帰
っ
て
く
る
人
々
で
、
農
村

も
大
変
な
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
父
は
先
祖
伝
来
の
田
畑
を
、

姉
や
妹
や
親
戚
の
反
対
を
無
視
し

て
売
り
払
い
、
東
京
に
住
む
次
男

や
三
男
を
頼
っ
て
出
奔
し
た
身

で
、
無
一
文
に
な
り
妻
や
私
の
瘤

付
き
で
帰
っ
た
で
は
、
当
然
の
仕

打
ち
で
冷
遇
さ
れ
た
。

神
代
村
は
島
原
の
乱
で
勲
功
を

立
て
た
佐
賀
鍋
島
家
が
、
徳
川
家

か
ら
隣
村
三
村
を
含
み
、
飛
知

（
飛
地
）
と
し
て
拝
領
し
た
土
地
で

あ
る
。
雲
仙
岳
の
麓
に
広
大
な
山

林
も
所
有
し
て
、
有
明
海
に
面
し

た
街
は
、
鍋
島
邸
や
城
跡
が
あ

り
、
公
路
と
称
す
る
武
家
屋
敷
の

く
う

じ

並
ぶ
集
落
が
あ
り
、
学
校
の
先
生

の
ほ
と
ん
ど
が
御
家
老
の
末
裔
一

族
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

親
戚
に
見
放
さ
れ
、
唯
一
佐
賀

か
ら
嫁
い
で
来
て
い
た
母
の
叔
母

に
救
わ
れ
た
が
長
居
は
無
用
で
、

父
の
従
兄
弟
が
鍋
島
様
に
頼
ん
で

く
れ
て
、
街
か
ら

16キ
ロ
ほ
ど
の

山
林
管
理
事
務
所
の
横
に
あ
る
、

四
畳
半
一
間
の
小
屋
に
住
ま
せ
て

貰
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
は
、
電
気
も
ガ
ス
も
水
道

も
な
い
。
水
は
谷
底
の
湧
き
水
を

桶
で
汲
ん
で
来
て
、
湯
を
沸
か
し

た
り
飯
を
炊
く
の
は
薪
で
、
灯
火

は
菜
種
油
の
小
灯
で
、「
赤
貧
洗
う

が
如
し
」
の
生
活
だ
っ
た
。

小
・
中
学
を
卒
業
後
、
中
学
校

を
借
り
て
開
校
さ
れ
た
県
立
島
原

高
校
の
定
時
制
分
校
に
入
学
、
私

は
そ
の
四
期
生
で
あ
る
。
父
と
、

山
林
の
間
伐
・
植
林
・
下
刈
り
、

椎
茸
栽
培
と
乾
燥
、
小
さ
な
牧
場

で
羊
や
山
羊
の
飼
育
な
ど
で
、
日

銭
を
貰
っ
て
学
費
や
食
い
扶
持
に

当
て
た
。

卒
業
ま
で
の
約

10年
は
、
私
の

人
生
観
に
「
諦
め
ず
に
努
力
す

る
」
こ
と
を
叩
き
込
ん
で
く
れ

た
、
終
生
忘
れ
得
ぬ
「
心
の
故

郷
」
で
あ
る
。

そ
の
後
上
京
し
て
８
回
転
居
、

今
南
葛
西
に
住
み

30年
、
終
の
住

処
だ
。

強
靭
な
精
神
を
育
て
た

深
山
の
暮
ら
し
あ
り
が
と
う

さわやか喫茶着物リメイクの会

長崎県神代村

南葛西 浦川一平

着なくなった着物で

洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●昼食・裁縫道具持

参▼参加無料

手芸サークル

●毎月第1・2・3

水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが

作品の実費が必

要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15時

みなさんの来所をお待ちし

ています。

●一之江ハーモラス

第２(土)14～16時
●小物作り

火/水/木 10～15時
●男の時間（木彫り）

第1・3(水)11～15時

●場所:一之江内科４階

カラオケ好きな方

一緒に歌いましょう！

●毎月第４水曜日

13時～

●会場 葛西駅前

「歌広場」

●参加費 1000円

カラオケサークル

●毎月第２・３木曜日

14時～16時

●飲み物・クッキー

など１００円

●新小岩診療所

３階会議室

ほっとカフェ カラオケお楽しみ会

２
月

18日
、
清
新
町
９
条
の
会

の
仲
間
た
ち
と
誘
い
あ
い
、
「
戦

争
さ
せ
な
い
江
戸
川
集
会
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

「
つ
ゆ
く
さ
」
（
江
戸
川
区
退
職

教
職
員
合
唱
団
）
に
よ
る
合
唱
、

代
表
世
話
人
の
加
藤
芳
文
弁
護
士

か
ら
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
方
々

か
ら
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
清
水

雅
彦
氏
（
日
本
体
育
大
学
教
授
・

憲
法
学
）
に
よ
る
メ
イ
ン
の
講
演

〝
憲
法
を
変
え
て
「
戦
争
」
の
ボ

タ
ン
を
押
し
ま
す
か
？

〟
が
あ
り

ま
し
た
。

清
水
氏
は
「
戦
争
さ
せ
な
い
１

０
０
０
人
委
員
会
」
事
務
局
長
代

行
、
九
条
の
会
世
話
人
も
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

研
究
者
ら
し
く
、
安
倍
首
相
ら

の
最
近
の
改
憲
論
、
各
政
党
の
９

条
論
・
改
正
案
、
９
条
の
解
釈
や

意
義
、
９
条
「
加
憲
」
の
意
味
な

ど
を
丹
念
に
紹
介
・
解
説
し
た
上

で
、
憲
法
の
平
和
主
義
の
意
義
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

国
連
憲
章
は
武
力
に
よ
る
威
嚇

と
行
使
を
「
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
日
本
国

憲
法
９
条
１
項
で
は
「
永
久
に
こ

れ
を
放
棄
す
る
」
と
し
て
い
る
。

憲
法
解
釈
で
は
自
衛
権
を
放
棄

す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
の
が

一
般
的
だ
が
、
私
は
自
衛
戦
争
を

含
む
一
切
の
戦
争
を
放
棄
す
る
と

解
釈
し
て
い
る
。
自
衛
隊
は
「
災

害
派
遣
隊
」
に
改
編
す
べ
き
。

９
条
は
暴
力
（
戦
争
）
の
な
い

状
態
を
め
ざ
す
（
何
か
を
し
な
い

こ
と
で
得
ら
れ
る
）
消
極
的
平
和

の
追
求
、
憲
法
前
文
で
は
積
極
的

平
和
の
追
求
＝
構
造
的
暴
力
（
国

内
外
の
社
会
構
造
に
よ
る
貧
困
・

飢
餓
・
抑
圧
・
疎
外
・
差
別
な

ど
）
の
な
い
状
態
を
め
ざ
し
て
い

る
。そ
し
て
、
安
倍
政
権
が
最
終
的

目
標
と
し
て
い
る
の
は
単
な
る

「
自
衛
隊
明
記
」
で
は
な
く
、
日

本
国
憲
法
改
正
草
案
に
あ
る
「
全

面
改
正
」
。

国
民
投
票
法
に
は
大
き
な
欠
陥

が
あ
り
、
権
力
者
に
有
利
。
国
民

投
票
で
勝
て
ば
よ
い
と
は
言
え
な

い
。
改
憲
発
議
を
さ
せ
な
い
闘
い

が
重
要
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
一
人
で
集
会
に
参
加
、
署

名
し
た
か
ら
よ
い
、
と
い
う
よ
う

な
自
己
満
足
に
終
わ
ら
せ
ず
、
周

り
の
方
々
へ
の
働
き
か
け
が
重
要

と
、
耳
の
痛
い
こ
と
も
し
っ
か
り

話
さ
れ
、
さ
す
が
３
０
０
０
万
署

名
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
と
思
い
ま
し

た
。

（
太
田
）

新春歩こう会

友の会新春歩こう会は、１月８日に 40 人以上が参加し

て、浅草橋・蔵前界隈を訪ね歩きました。この地域は商人

や職人の住まいと大名や旗本の屋敷が混在。かつての花街

の柳橋、全国の幕府天領から集めた米の蔵があった蔵前な

ど、江戸のなごりを感じながらの散策となりました。

新春のつどい

憲法９条・医

療、介護の改悪

に反対、誰もが

安心の健康づく

り、まちづくり

…で、今年もが

んばろうと１月

21 日、70 人が

参加して新春の

つどいがひらか

れました。区内の労組、民主団体の方から祝辞を受けなが

ら会員による唄やおどり、各サークルによる活動紹介など

が行われ、活気あふれる楽しいひとときとなりました。

２
・

18

戦
争

さ
せ

な
い

江
戸

川
集

会
講

演

憲
法

を
変

え
て

「
戦
争
」
の
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
か
？

2018年

着物リメイクサークルが作品を紹介

浅草観光会館屋上にて（バックは東京スカイツリーのはずが…）
訂
正

と
お
わ
び

友
の
会
だ
よ
り
１
／

10号
（
№

76）
４
ペ
ー
ジ
の
短
歌
の
作
者

の
名
前
、
荒
真
さ
ん
を
「
新
真
」

さ
ん
と
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

講演する清水氏
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

荒
挽
き
の
こ
け
し
の
白
さ
灯
冴
ゆ
る

ひ

か
ら
た
ち
花
津
軽
の
里
の
雲
低
し

白
鳥
や
頸
そ
ら
し
て
は
羽
博
き
ぬ

は
ば

た

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

初
雪
を
は
お
り
て
の
ぞ
く
紅
椿

夕
暮
の
バ
ス
待
つ
寒
さ
名
ご
り
雪

フ
ァ
ミ
レ
ス
や
孫
の
お
ご
り
で
春
が
来
る

江
戸
川

里
峰

花
篝
と
同
じ
色
の
橋
の
色

は
な
か
が
り

ロ
ウ
バ
イ
の
色
こ
く
な
る
や
夜
明
け
ま
え

ザ
ク
ザ
ク
と
霜
柱
踏
む
あ
あ
津
軽

南
葛
西

浦
川

一
平

繭
を
脱
ぎ
花
恋
う
蝶
に
嫉
妬
す
る

若
駒
の
た
て
が
み
東
風
に
逆
ろ
う
て

こ
ち

▼
川

柳
南
葛
西

小
宮
山

鑑
二

投
棄
ダ
メ
？
日
本
は
基
地
だ
よ
我
慢
し
て

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
で
金
よ
り
光
る
選
手
の
瞳
め

南
葛
西

浦
川

一
平

野
良
猫
が
グ
ル
メ
で
俺
は
味
音
痴

タ
ン
ポ

ポ
保

育
園

の
子
ど

も
た
ち

保
育
園
職
員

今
野

か
よ

子

東
葛
西
８
丁
目
に
開
園
し
て
８
年
目

に
な
る
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
は
、
産
休
明

け
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
が

通
っ
て
い
る
定
員

72名
の
認
可
私
立
保

育
園
で
す
。
今
回
は
秋
、
冬
の
園
児
た

ち
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

毎
日
の
散
歩
が
日
課
に
な
っ
て
い
る

子
ど
も
達
で
す
が
、
秋
の
楽
し
み
は
お

弁
当
を
持
っ
て
の
遠
足
で
す
。
行
先
は

富
士
公
園
や
な
ぎ
さ
の
丘
、
４
～
５
歳

ク
ラ
ス
は
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
行
船
公

園
ま
で
行
き
ま
す
。
あ
の
ジ
ャ
ン
ボ
滑

り
台
で
み
ん
な
が
横
一
列
に
な
っ
て
一

緒
に
滑
っ
た
り
、
小
動
物
と
触
れ
合
っ

た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

11月
に
は
保
育
園
の
近
く
の
畑
で
さ

つ
ま
芋
掘
り
。
長
靴
を
履
い
て
自
分
用

の
袋
を
手
に
出
か
け
ま
す
。
０
歳
児
ク

ラ
ス
は
散
歩
を
兼
ね
て
見
学
で
す
が
、

１
歳
児
も
畑
に
入
っ
て
土
に
さ
わ
っ
た

り
、
虫
を
見
つ
け
た
り
。
２
歳
児
ク
ラ

ス
に
な
る
と
も
う
土
に
向
か
う
子
ど
も

達
の
目
は
真
剣
で
す
。
大
き
な
お
芋
を

掘
り
当
て
た
時
の
子
ど
も
達
の
誇
ら
し

げ
な
顔
！
自
信
に
満
ち
て
い
ま
す
。
保

育
園
の
近
く
だ
か
ら
で
き
る
貴
重
な
体

験
で
す
。

12月
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
。
こ
こ
数
年

は
プ
ロ
の
音
楽
家
の
方
た
ち
の
ご
厚
意

で
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
の
生
演
奏
を
き
く
機
会
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
瑞
江
に
あ
る

〝
な
の
花
保

育
園

〟
の
お
友
達
も
来
て
く
れ
ま
し

た
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
揺
ら
す

子
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
楽
器
の
形
や
音

に
驚
い
た
り
、
０
歳
児
か
ら
楽
し
め
る

コ
ン
サ
ー
ト
は
子
ど
も
た
ち
の
反
応
や

楽
し
み
方
も
様
々
で
豊
か
で
す
。

寒
い
冬
の
テ
ラ
ス
で
４
歳
ク
ラ
ス
が

育
て
て
い
る
の
は
ニ
ン
ジ
ン
。
丸
い
の

や
細
い
の
、
大
き
い
も
の
は
大
人
の
指

く
ら
い
で
し
た
。
収
穫
し
た
後
は
早
速

体
験
画
を
描
き
ま
し
た
。
一
人
一
人
素

敵
な
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
ニ
ン
ジ
ン

は
茹
で
て
も
ら
っ
て
、
葉
っ
ぱ
は
フ
リ

カ
ケ
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
「
あ
ま
～

い
」
「
お
い
し
い
ね
」
と
交
わ
さ
れ
る

言
葉
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

い
よ
い
よ
今
月
は
卒
園
の
月
。
５
歳

児
ぞ
う
組
さ
ん
は
小
学
校
へ
、
楽
し
い

学
校
生
活
が
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
願

い
送
り
出
し
ま
す
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

き
び
き
び
と
介
護
の
ラ
ン
ク
を
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
む
ひ
と
の
白
き
指
先

揺
れ
な
が
ら
フ
ァ
ッ
ク
ス
出
て
く
る
誘
ひ
は
日
帰
り
春
の
甲
州
の
た
び

オ
リ
オ
ン
座
眺
め
て
を
れ
ば
甦
る
三
権
分
立
論
じ
日
遥
か

が
葛
西

新
真

川
筋
の

〝
柳
橋

〟
と
ぞ
粋
な
ま
ち

今
も
名
残
り
の
街
名
と
は
残
る

一
本
の
区
道
の
そ
ば
に
一
本
の

水
仙
あ
り
て
凛
と
咲
き
誇
る

四
歳
の
子
と
石
蹴
り
し
て
バ
ス
を
待
つ

乗
れ
ば
す
ぐ
に
座
り
た
い
と
駄
々
こ
ね
る

南
葛
西

浦
川

一
平

大
津
波
爪
痕
深
き
が
北
に
何
時
ぞ
返
る
や
美
し
姿
に

子どもたちの
健やかな成長を願って

世話人 石倉克彦

エッセイ

福島第一原発事故直後を振り返ってみましょ

う。事故で放出された各種の放射性物質はこの

季節ならではの北風に吹かれ、200 ㎞あまり離

れた江戸川区にも降り注ぎました。私なども米

仏の大気圏内核実験が行われていた当時を思い

出し、特に雨の日は大変と恐怖を抱いたもので

した。

案の定、2011 年 3 月 23 日には、21 日の降雨

の影響でしょうか、金町浄水場の水道水から 2

10㏃／ kg.の放射性ヨウ素を検出したと、東京

都が発表。都は、乳児の飲み水についての国の

基準の二倍を超えるため、同浄水場から給水し

ている地域については乳児に水道水を与えるの

を控えるよう呼びかけ、各自治体を通じて粉ミ

ルク用としてペットボトル水を配布しました。

砂場で遊ばせていいのか、そもそも外で遊ば

せていいのか、食べるものは、野菜は、お肉

は、魚は、と市民の不安は尽きることがありま

せんでした。

あれから 7年、放射能の減衰により環境中の

放射線が減少したとはいえ、この不安が解消さ

れずにいます。その後の国や東電の対応を見

て、「あの時、子供を外で遊ばせなければよ

かった。あれを食べさせるんじゃなかった」

と、後悔の念に苦しむ親がいます。江戸川区が

お隣の葛飾区などとともに、東京の中でも相対

的に放射線量が高く、区内の測定でもホットス

ポットが数多く発見されています。

そして、福島県で、また福島県外でも、小児

甲状腺がんの多発が明らかになりました。チェ

ルノブイリ原発事故でも、経年的に小児甲状腺

がんの増加が確認されています。

こうした中私たちは、市民の自主運営で甲状

腺検診を実施しようと 2016 年 8 月、「甲状腺検

診えどがわ」を立ち上げました。

会の目的は、子供の命と健康を守るためにス

クリーニング検査をすること、放射能による健

康影響について学習し知らせること。今江戸川

区には「小児甲状腺検診の実施と市民ボラン

ティアへの補助を求める陳情」をしています。

今年 4月 22 日には二回目となる市民検診を

予定しています。安全に原発を運転できるとこ

ろなどないこの地震大国日本で、原発再

稼働に突き進む安倍政治に歯止めをかけ

ることも、さらなる被害者を作らないた

めには大切なことだと思っています。

質問などは

TEL/FAX：03-3688-1957
（石倉）まで

３.11
から

７年

◎２回目の検診◎

日時：2018年4月22日（日曜）

午前10：00～12：00予定

午後13：30～15：30予定

場所：タワーホール船堀 407会議室

検診申込：

FAX 03-3688-1657（石倉）

メール：kouzyousen.edogawa＠gmail.com
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修
身
＝
教
育
勅
語
」
の
復
活

『
道
徳
教
科
書
』

戦
前
、
「
天
皇
の
た
め
に
命
を
さ

さ
げ
る
」
軍
国
主
義
教
育
の
柱
で

あ
っ
た
「
教
育
勅
語
」
が
、
今

「
道
徳
」
と
い
う
教
科
に
よ
っ
て
息

を
吹
き
返
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
「
『
教
育
勅
語
』
を
教

育
の
唯
一
の
根
本
と
す
る
よ
う
な

指
導
を
行
う
こ
と
は
不
適
切
だ
」

と
し
つ
つ
、
「
憲
法
や
教
育
基
本
法

な
ど
に
反
し
な
い
よ
う
な
形
で

『
勅
語
』
を
教
材
と
し
て
用
い
る
こ

と
ま
で
否
定
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
」
と
閣
議
決
定
し
、
「
教
材
使
用

を
容
認
す
る
」
態
度
を
取
り
ま
し

た
。
戦
前
の
教
育
へ
の
回
帰
と
も

と
れ
る
こ
う
し
た
動
き
は
、
非
常

に
危
険
な
も
の
で
す
。

「
教
育
勅
語
」
の

め
ざ
し
た
こ
と
は

「
教
育
勅
語
」
は
、
１
８
９
０
年

明
治
天
皇
の
名
で
発
布
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
の
根
本
と
さ
れ

た
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
多
く
の

青
少
年
が
戦
争
に
駆
り
立
て
ら

れ
、
命
を
失
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
戦
後
、
軍
国
主
義
を
助
長
す

る
も
の
と
し
て
、
衆
参
両
院
で

「
排
除
」
「
失
効
」
が
決
議
（
１
９

４
８
年
）
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
安
倍
首
相
は
、
民
主

教
育
の
基
本
で
あ
っ
た
「
教
育
基

本
法
」
を
改
悪
し
、
「
愛
国
心
」
教

育
を
法
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と

も
に
、
「
教
育
の
政
治
か
ら
の
独

立
」
を
壊
し
、
国
が
好
き
な
よ
う

に
「
教
育
」
に
介
入
で
き
る
仕
組

み
を
作
り
あ
げ
た
の
で
す
。

こ
の
４
月
か
ら
小
学
校
で
、
来

年
は
、
中
学
校
で
始
ま
る
「
道

徳
」
教
育
は
、
こ
う
し
た
中
で
始

ま
る
の
で
す
。

「
パ
ン
屋
」
じ
ゃ
ダ
メ
な
の
･
･
･

昨
年
、
小
学
校
道
徳
教
育
の
教

科
書
検
定
が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
年
生
の
あ
る
教
科
書
の

「
大
す
き
、
わ
た
し
た
ち
の
町
」
に

登
場
す
る
パ
ン
屋
は
、
「
国
や
郷
土

を
愛
す
る
態
度
」
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
が
付
き
、
「
和
菓

子
屋
」
に
差
し
替
え
る
と
Ｏ
Ｋ
と

な
り
ま
し
た
。
「
国
や
郷
土
を
愛
す

る
」
の
が
、
な
ぜ
「
パ
ン
屋
」
で

は
だ
め
で
「
和
菓
子
屋
」
な
ら
良

い
の
で
し
ょ
う
。
「
薄
っ
ぺ
ら
な
愛

国
心
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。教
科
化
で
教
科
書
の
使
用
が
義

務
化
さ
れ
、
学
習
の
結
果
が
評
価

さ
れ
、
通
知
表
に
記
載
さ
れ
る
た

め
「
子
ど
も
た
ち
は
教
科
書
で
し

か
れ
た
レ
ー
ル
に
沿
っ
て
考
え
る

よ
う
に
な
り
、
自
ら
考
え
る
力
が

育
た
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
」
な

ど
の
指
摘
が
多
く
の
教
育
関
係
者

か
ら
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
題
山
積
の
「
教
育
出
版
」

小
学
校
道
徳
教
科
書

特
に
安
倍
首
相
の
意
向
を
大
き

く
反
映
し
た
の
が
「
教
育
出
版
」

の
道
徳
教
科
書
で
し
た
。

「
教
育
出
版
」
の
道
徳
教
科
書
で

は
、
「
国
旗
・
国
家
」
が
強
調
さ

れ
、
「
国
旗
・
国
家
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
の
表
し
方
」
な
ど
も
絵
で

示
め
さ
れ
た
り
、
本
来
あ
る
は
ず

が
な
い
現
職
の
安
倍
首
相
が
ボ
ブ

ス
レ
ー
に
乗
っ
て
手
を
振
る
写
真

な
ど
が
載
せ
ら
れ
た
り
す
る
な

ど
、
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
偉
人
伝
に
は
、
松
下
幸

之
助
を
は
じ
め
日
本
の
経
済
界
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
人
が
多
用
さ

れ
、
教
育
の
目
的
が
「
国
や
企
業

に
役
立
つ
人
材
育
成
」
に
転
換
さ

れ
か
ね
な
い
、
な
ど
の
懸
念
も
表

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
多

く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

「
教
育
出
版
」
の
教
科
書
を
江
戸
川

区
は
、
採
択
し
た
の
で
す
。

今
年
は
中
学
校
の

道
徳
教
科
書
採
択

今
年
度
行
わ
れ
る
中
学
校
の
道

徳
教
科
書
の
採
択
で
は
こ
う
し
た

結
果
を
繰
り
返
さ
せ
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
江
戸

川
区
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
保

護
者
や
区
民
、
学
校
の
意
見
を
十

分
に
配
慮
す
る
よ
う
求
め
、
採
択

の
あ
り
方
を
改
善
す
る
よ
う
に
求

め
る
「
陳
情
書
」
を
提
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
「
陳
情
書
」
に
関
わ
る

署
名
も
は
じ
め
て
い
ま
す
。

多
く
の
声
『
意
見
書
』
を

そ
し
て
、
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
行
わ
れ
る
教
科
書
展
示
で

は
、
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
が
展

示
会
に
出
向
い
て
い
た
だ
き
、
「
問

題
の
箇
所
の
多
い
教
科
書
」
に
対

し
て
は
、
「
採
択
し
な
い
で
欲
し

い
」
の
『
意
見
書
』
を
区
教
育
委

員
会
に
集
中
す
る
取
り
組
み
を
１

０
０
０
人
を
目
標
に
進
め
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
成
功
の
た
め

に
は
、
広
く
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
と
が
必
要
で
す
。

「
健
康
友
の
会
」
の
皆
様
に
も
、
私

た
ち
が
用
意
す
る
学
習
会
や
ミ
ニ

学
習
会
に
参
加
い
た
だ
き
、
署
名

と
と
も
に

〝
１
０
０
０
名

〟
の

「
意
見
書
」
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

●副作用

高齢期に起こりやすい薬の副作用は、ふらつ

き、転倒、物忘れです。ただし、副作用が怖いか

らといって、自己判断で薬を中止したり服用回数

を減らすのは、とても危険です。副作用が起こる

危険を減らすためにも、少ない薬で効果的な治療

をすることが理想です。

●飲み忘れ・飲み間違い・飲み過ぎ

飲み忘れや飲み間違い、飲み過ぎを防ぐには、

朝・昼・夕ごとに飲む薬をまとめるなど、工夫し

ましょう。薬を収納できるカレンダーは、よく利

用されている工夫の１つです。

また、医師や薬剤師と相談して、服用回数や服

用時間を変えることも効果的です。

●飲みづらいときは

「錠剤やカプセルが喉に

つかえる」「飲みづらい」

という場合は、医師に相

談し、剤型を変えてもら

いましょう。飲み込みや

すくするゼリー状のオブ

ラートを使用するのもい

いでしょう。

●たくさん残っている時は

薬がたくさん残っている時は、薬剤師にご相談

ください。薬剤師が使える薬と使えない薬に仕分

けして、処方日数を調整します。これは医療費の

削減にもつながります。

薬について、分からないことや心配事があれ

ば、なんでも薬剤師にご相談ください。

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集

後
記

寒
か
っ
た
１
・
２
月
も
終
わ
り
、
よ
う
や

く
３
月
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
記
録
的

な
大
雪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
お

元
気
で
し
ょ
う
か
。
私
事
で
す
が
、
月
曜

日
に
東
京
で
大
雪
が
降
り
、
水
曜
日
の
生

協
は
「
全
品
欠
配
」
。
慌
て
て
買
い
出

し
。
地
方
だ
っ
た
り
、
も
っ
と
高
齢
だ
っ

た
ら
と
考
え
る
と
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
▼
同
じ
雪
や
氷
で
も
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
メ
ダ
ル

の
あ
る
な
し
、
メ
ダ
ル
の
色
に
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
場
へ
向
け
て
努
力
を
重
ね
た
選

手
の
健
闘
、
さ
ら
に
は
ラ
イ
バ
ル
を
讃
え

合
う
姿
は
、
多
く
の
感
動
を
呼
び
ま
し
た

▼
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
７

年
。
福
島
の
避
難
４
町
村
で
、
避
難
指
示

が
解
除
さ
れ
て
も
公
立
小
中
生
の
通
学
４

％
の
現
実
。
今
月
は
、
放
射
能
の
影
響
を

甲
状
腺
健
診
の
視
点
で
載
せ
ま
し
た
▼
国

民
の
自
衛
隊
へ
の
信
頼
を
利
用
す
る
形

で
、
安
倍
首
相
の
狙
う
「
９
条
改
憲
」
。

２
つ
の
記
事
を
載
せ
ま
し
た
。
９
条
が

持
っ
て
い
る
『
戦
争
し
な
い
。
武
力
で
な

く
話
し
合
い
で
解
決
す
る
』
精
神
を
生
か

す
た
め
、
あ
な
た
や
周
り
の
人
の

〝
１
筆

〟
か
ら
。

（
伊
藤
）

役立つ健康メモ 57 薬の話№25

高齢期と薬（下）

「
道

徳
の

『
教

科
』

化
」

『
何

が
問

題
な

の
で

し
ょ

う

中
学

校
の

道
徳

教
科

書
採

択
に

あ
た

っ
て

江
戸
川
の

教
育
を
考

え
る
区

民
の
会

事
務
局

長
柴
崎

啓
一
郞

柴崎啓一郎さん

訂
正
と

お
わ
び

友
の
会
だ
よ
り
１
／

10号
（
№

76）

３
ペ
ー
ジ
の
「
国
民
健
康
保
険
を

考
え
る
学
習
会
」
記
事
で
「
江
戸

川
区
で
は
、
こ
の
５
年
間
で
一
人

平
均
２
５
０
０
円
も
値
上
げ
し
て

・
・

・
・

い
ま
す
」
は
２
２
０
０
０
円
と
訂

・
・

・
・

・

正
し
ま
す
。
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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭
注②

診療受付
10:30～

12:30

関口康宣

第1.3.5
松村所長

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長
(内科)

李基鎬

(訪問診療)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

訪問診療
高野所長

訪問診療
休診

高野 藤井

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

釣
具

上
州

屋

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

１
４
０
０
筆
の
目
標
を
掲
げ
て

江
戸
川
健
康
友
の
会
で
は
、
全

日
本
民
医
連
の
呼
び
か
け
に
応
え

て
２
月
の
全
体
幹
事
会
で
、
５
月

末
ま
で
に
会
員
数
の
１
４
０
０
筆

を
目
標
に
し
て
、
３
０
０
０
万
人

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

署
名
用
紙
は
、
す
で
に
「
友
の

会
だ
よ
り
」
１
月
号
と
い
っ
し
ょ

に
お
届
け
し
て
お
り
、
返
信
用
封

筒
（
切
手
不
要
）
も
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
友
の
会
事
務
局
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
３
０
０
筆
近
い
署
名

が
送
ら
れ
て
来
て
い
ま
す
が
、
目

標
に
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

目
標
達
成
に
向
け
て
、
幹
事
が

中
心
に
な
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
に

署
名
を
広
げ
て
も
ら
う
よ
う
に
声

か
け
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。
友
の
会
は
、
手
芸
や
小
物
づ

く
り
・
着
物
リ
メ
イ
ク
・
体
操
教

室
・
食
事
会
な
ど
多
様
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

う
し
た
場
で
「
３
０
０
０
万
人
署

名
」
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

「
戦
争
で
き
る
国
は
絶
対
ダ
メ
！
」

世
論
の
広
が
り
の
中
で
、
「
自

衛
隊
を
憲
法
に
書
き
込
ん
だ
ら
、

日
本
が
自
ら
戦
争
で
き
る
国
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
絶
対
に

ダ
メ
！
」
「
憲
法

99条
で
、
憲
法

擁
護
義
務
を
負
っ
て
い
る
総
理
大

臣
が
、
憲
法
を
変
え
よ
う
な
ん
て

許
せ
な
い
。
」
等
の
声
が
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
安
部

さ
ん
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
し
ろ
、
原
発
に

し
ろ
、
モ
リ
・
カ
ケ
問
題
に
し

ろ
、
ず
っ
と
嘘
ば
か
り
。
こ
ん
な

政
府
に
憲
法
改
正
な
ど
許
せ
な

い
」
「
戦
争
は
、
人
権
を
最
も
お

ろ
そ
か
に
す
る
道
。
戦
争
政
策
が

進
ん
で
防
衛
費
が
膨
ら
み
、
ま
す

ま
す
社
会
保
障
費
が
削
ら
れ
る
」

と
心
配
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

１
筆
で
も
２
筆
で
も

署
名
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

友
の
会
で
は
、
今
回
、
負
担

増
、
給
付
抑
制
を
国
民
に
強
い
る

医
療
・
介
護
改
悪
の
中
止
を
求
め

る
署
名
と
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
訴
え

る
国
際
署
名
も
同
時
に
集
め
て
い

ま
す
。

身
近
な
社
会
保
障
と
戦
争
政
策

を
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
訴
え

な
が
ら
、
平
和
の
願
い
を
署
名
に

託
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

（
黒
木
）

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

平
和

の
願

い
を

署
名

に
託

し
て

３
０

０
０

万
人

の
声

を
集

め
て

９
条

改
憲

を
ス

ト
ッ

プ
さ

せ
よ

う

全
日
本
民
医
連
は
「
貧
困
や
紛
争
が
蔓
延
す
る
社
会
で
は
、
健
康

権
を
守
れ
な
い
。
命
と
人
権
の
立
場
か
ら
二
度
と
戦
争
は
さ
せ
な

い
」
と
し
て
、
安
倍
９
条
改
憲
に
反
対
す
る
「
３
０
０
０
万
人
統
一

署
名
」
を
全
国
に
広
げ
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

↑
友
の
会
事
務
局
に
届
い
た

署
名
入
り
封
筒

←
着
物
リ
メ
イ
ク
参
加
者
に

署
名
を
広
げ
て
い
ま
す

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四

丁
目

公
園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓


